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Seleniumを用いたWebシステムのテスト工程支援

井上 裕太 伊藤 恵

テスト工程は非常に重要な工程である．なぜならテストを行うことで不具合を検出し，それを修正することでソフト
ウェアの品質を向上させることができるためである．現在のソフトウェア開発はコストの削減や開発期間の短縮が
求められており，テスト工程に十分な工数を割くことができず品質を確保できない恐れがある．そこで本研究では，
Web システムのテストを対象として，手動テスト時の作業効率化を図るためにWeb ブラウザテストツールである
Selenium[1]を使い，テストデータを用いたテスト作業の支援を行う．具体的には，テスト実行者から与えられた情
報をもとに様々な Selenium用テストケースを生成可能な支援ツールを提供する．生成されたテストケースを実行す
ることによって，テストの作業時間短縮や繰り返しテストの容易化が図れる．

1 はじめに

ソフトウェア開発においてテスト工程は非常に重要

である．それは決められた仕様通りに動作するか，プ

ログラムの不具合を検出し修正することでソフトウェ

アの品質を確保できるため，なくてはならない工程で

ある．また，テストの不備による手戻りは開発工数や

エンジニアのモチベーションに影響を及ぼすため，決

して疎かにはできない．現在のソフトウェア開発はコ

ストの削減や開発期間の短縮が求められている．ソフ

トウェア開発におけるテスト工程の割合は開発プロセ

スの中で大きな割合を占め，ここを効率化することに

より開発期間の短縮に繋がるのではないかと考える．

そこで，本研究ではWeb システムを対象として，

手動テスト時の作業効率化を図るためにWebブラウ

ザテストツールである Seleniumを使い，テストデー

タを用いたテスト作業の支援を行う．Seleniumはシ

ステムテストや回帰テストを容易に行うことができ

る．具体的な支援方法は，テスト実行者から与えられ

た情報を元に様々な Selenium用テストケースを生成
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可能な支援ツールを提供する．生成されたテストケー

スを実行することによって，テストの作業時間短縮や

繰り返しテストの容易化が図れる．

2 関連研究

2. 1 ソフトウェアテスト

ソフトウェアテストとは，そのソフトウェアの品質

を確保するために，仕様で定義された通りにプログラ

ムが動作するのかを確認する作業のことである．ソフ

トウェアテストを行う最大の目的は，できるだけ多く

のバグを発見しそれを修正することである．それはソ

フトウェアは最初から正常に動作するのは非常に難し

く実装工程でのコーディングミスやインタフェースミ

スなど何らかのバグが必ず混入しているためである．

テストは基本的に，テストレベルとして，単体テ

スト（ユニットテスト），結合テスト（統合テスト），

システムテスト，受け入れテストの 4つのレベルが定

義されている [2]．また，バグ修正後に行う回帰テス

トがある．

• 単体テスト
個々のモジュールでそれぞれのモジュール仕様に対

して機能が満たされているか行うテストである．

• 結合テスト
複数のモジュールを組み合わせてモジュール間のイ
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ンターフェースがうまく機能するか確かめるテストで

ある．

• システムテスト
システム全体に対して行われるテストで，本番に近

い環境で行われ，要求仕様を満たしているかや性能は

十分かなどを確かめる．

• 受け入れテスト
発注元の顧客が実際に検証するテストのことであ

る．最終段階のテストであり，ユーザが業務などで実

際に使用するデータや操作方法を使って行われる．

• 回帰テスト
バグ修正後にそのバグを検出したテストデータの

再実行や，バグ修正後の変更が他の機能に悪影響を与

えてないかを確認することである．

2. 2 Selenium

Seleniumとは，Webブラウザを使ったWebアプ

リケーションをテストするツールである．JavaScript

を用いて，ブラウザ上の操作をテストケースに記述

した通りにテストを実施することができる．例えば，

ユーザ IDとパスワードを入力ログインボタンを押す，

リンクをクリックするなどの操作をテストケースに書

いておけば Seleniumがその通りに実行してくれる．

図 1 Selenium でのテスト実行

近年，多くのWebブラウザや複数のバージョンが混

在しており，テスト作業をすべて手動で行うのは非常

に時間が掛かり莫大なコストを要するため，困難であ

る．Seleniumは複数のブラウザでテストすることが

できる．Selenium用のテストケースを作成しておけ

ば複数のブラウザでテストを簡単に行うことができ

るので，テスト作業の効率化を図ることができる．

3 提案

3. 1 研究目的

本研究の目的は，Webシステムのテストを対象と

して手動テスト時の作業効率化を図るためにWebブ

ラウザテストツールである Seleniumを用いて，テス

ト作業の支援を行うことである．

Webシステムのテストは様々なブラウザやバージョ

ンに対してテストを行い，仕様通りに動作するか確認

する必要がある．しかし，それをすべて手動で行うの

は時間が掛かり，バグ修正後も繰り返しテストを行わ

なければならないため効率的ではない．Seleniumは

ブラウザを選ばずにテストすることができるためこ

れに対して有用であるが，Selenium用テストケース

は手動で作らなければならない．そこで，この部分を

生成可能な支援ツールを提供することで，さらなる効

率化を図れるのではのかと考える．

3. 2 支援ツールの処理手順

3.1で述べた支援ツールの処理手順を以下のように

示す．

1. テスト対象となるWebシステムからテストデー

タを抽出する．

2. テスト実行者からの情報をもとにテストケース

を生成する．

3. そこから Selenium用テストケース群を HTML

形式で生成する．

生成された Selenium 用テストケース群を Selenium

で実行することにより繰り返しテストすることがで

きる．ここで，Selenium用テストケースとは図 3の

ような HTML形式のファイルのことである．

4 実験

4. 1 実験で使用するWebシステム

実験で使用するWebシステムは図 4のような Java

の小テストページを題材とする．小テストの内容は

Javaの基礎的なもので，クラス名やメソッド名や「イ
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図 2 支援ツール

図 3 Selenium 用テストケース

ンスタンス」などのキーワードを答える問題である．

具体的な実験内容は，小テストページのフォーム

情報から，全部正解，部分正解，全部不正解となる

ようなテストケースを作り，先の Web システムを

Seleniumでテストする．そこでバグを見つけ出せる

か実験を行う．テストケースは全部正解を 1 個，部

分正解を 10個，全部不正解を 2個作成した．全部正

解には各フォームの回答がすべて正解となるような

テストケースを作成した．部分正解にはアルファベッ

トの大文字であるべき箇所が小文字であった場合不

正解や，アルファベットの間にスペースがあれば不正

解となるかを確認するテストケースを作成した．全

部不正解には何も入力しなかった場合と明らかに不

正解な文字列，「aaa」を入力した場合不正解になるか

確認するテストケースを作成した．また，13個のテ

ストケースを Seleniumでまとめて実行できるように

TestSuiteを作成した．TestSuiteとは図 5のような

テストケースをまとめた HTML形式のファイルのこ

とである．

図 5 TestSuite
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図 4 実験対象のWeb システム

4. 2 実験結果

今回の実験はまだ支援ツールが未実装で，テスト

ケースの作成は手動で行った．作成にかかった時間

は，どういったテストケースがいいのか考えた時間も

含め，約 1 時間半であった．作成したテストケース

をまとめた TestSuiteを Selenium IDEに読み込ませ

て行った．テストの実行時間は 52秒であった．実験

結果は以下の表 1のようになった．アルファベットが

大文字ではならない箇所が小文字やアルファベットの

間にスペースがあった場合，不正解にならなければな

らないところが正解となり，バグを検出することがで

きた．

5 まとめと今後の課題

テスト工程の効率化を図るためにWebシステムの

テストに着目し，Seleniumを用いた支援方法の提案

表 1 実験結果

テストの種類 テストケース生成数 テスト成功数 テスト失敗数

小テスト全正解 1 1 0

小テスト部分正解 10 0 10

小テスト全不正解 2 2 0

を行った．この提案する支援方法がが有効か一部手作

業で予備実験を行い，一定の有効性を確認することが

できた．今後は提案した支援ツールを実装し，これが

有効かWebシステムに対して実験を行う．
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